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１．下水道について
（１）下水道の役割
１．公衆衛生の向上

①街をきれいにする ②トイレの水洗化と生活排水の処理

２．浸水から守る ３．きれいな水辺をつくる

汚れた水が溜まらず
蚊やハエなどの害虫
や悪臭の発生を防ぎ

街が清潔に
保たれます。

トイレが水洗になる
ことで家の中で嫌な
臭いがなくなり快適な
生活がおくれます。

また、台所などからの
汚水も下水道に流せて
街が清潔になります。

降った雨をすばやく
排除して、浸水から
街を守ります。

下水道の整備とともに
汚れた川がきれいに
なり、本来の生態系が
復活します。
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１.下水道について
（２）下水道のしくみ

送水方法 自然流下、圧送

排除方式 ・合流式：汚水と雨水を同一の管渠で排除

・分流式：汚水と雨水を別々の管渠で排除

下水道施設

・下水道管

・ポンプ場

・終末処理場
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１．下水道について
（３）下水道のしくみ（排水設備）

私設ます
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排水設備（個人が設置・管理する部分） 公共下水道（主に市が設置・管理する部分）

汚水管



１．下水道について
（４)下水道のしくみ（処理場）

① ② ③

⑤ ⑥

④

①自動除塵機
②オキシデーションディッチ
③最終沈殿池
④塩素混和池
⑤汚泥濃縮槽・汚泥貯留槽
⑥多重円盤型脱水機
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１．下水道について
(５)個別排水処理のしくみ（合併浄化槽）
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個人が設置・管理
（排水設備）

市が設置・管理
（浄化槽本体）

個人が設置・
管理（放流管）
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１．下水道について
（６）水の汚れの程度

水質階級とBOD

ＢＯＤとは、生物化学的酸素要求量のことで、水中の汚濁物質が
微生物によって分解されるとき必要となる酸素量のことです。
この数値が大きいほど水が汚れているということになります。
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水質 生息している魚（例） BOD

イワナ

ヤマメ

アユ 2～3mg/㍑

フナ

コイ

Ⅲ汚い水 魚はほとんどすめません 5～8mg/㍑

Ⅳ大変汚い水 悪臭がします 8mg/㍑以上

水
の
き
れ
い
さ
の
階
級

2mg/㍑以下

3～5mg/㍑

Ⅰきれいな水

Ⅱ少し汚い水



１．下水道について
（７）生活排水について

汚れの量43グラム/人/日なので、１日の排水量250リットルで割ると、
43グラム÷250リットル＝0.172グラム/リットル(172mg/Ｌ）となります。
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生活排水読本（環境省）より



１.下水道について
（８）下水道の普及率（都道府県別）
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１.下水道について
（９）下水道の普及率（道内３万人以上の市）
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10

流域関連公共下水道
（市町村区域内の下水を集める管渠を設置し、下水は流域下水道の幹線に流入させるもの）

単独公共下水道・・・旧石狩市域
（一つの市町村区域で下水を集める管渠と終末処理場を持っているもの）

特定環境保全公共下水道・・・厚田区の一部、トーメン団地（石狩市緑ケ原、厚田区虹が原）
（農村や漁村、観光地において環境の改善及び保全のために設置するもの）

特定公共下水道・・・新港地区：北海道管理
（工場や事業場からの下水を処理するもの）

下水道法に
基づく下水道

その他
汚水処理施設

１．下水道について
（２）石狩市の下水道の種類

石狩市に関係する事業

流域下水道
（二つ以上の市町村区域の下水
を排除又は処理するもの）

公共下水道

都市下水路
・・・紅葉山都市下水路

屯田都市下水路
（公共下水道の整備に先立って
浸水防除のため都市の雨水を排
除するもの）

浄化槽（合併処理浄化槽）・・・個別排水処理施設整備事業（対象地区：石狩市全域（下水道全体計画区域を除く））

農業集落排水施設等

コミュニティプラント



２．石狩市の下水道計画
（２）下水道計画図（全域）
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手稲水再生プラザ

茨戸水再生プラザ

八幡処理場

花川南汚水中継ポンプ場

花川北汚水中継ポンプ場

厚田浄化センター

望来浄化センター

本町汚水中継ポンプ場

樽川汚水中継ポンプ場



２．石狩市の下水道計画
（３）旧石狩市下水道計画図（茨戸処理区、手稲処理区、八幡処理区）
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茨戸水再生プラザ

花川北汚水中継ポンプ場

花川南汚水中継ポンプ場

手稲水再生プラザ

本町汚水中継ポンプ場

八幡処理場樽川汚水中継ポンプ場



２．石狩市の下水道計画
（３）下水道計画図（厚田処理区）
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２．石狩市の下水道計画
（４）下水道計画図（望来処理区）
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放流先河川の水質（ＢＯＤ）

聚富川 （八幡処理区） 0.9㎎/㍑（R5調） （基準値 3㎎/㍑以下）
厚田川 （厚田処理区） 0.5 ㎎/㍑（R5調） （基準値 2㎎/㍑以下）
無名川 （望来処理区） 0.6 ㎎/㍑（R5調） （基準値 10㎎/㍑以下）

（石狩市下水道課調べ）

茨戸川 （茨戸処理区） 4.2 ㎎/㍑（R5調） （基準値 3㎎/㍑以下）
（石狩市環境白書）

２．石狩市の下水道計画
（６）処理水放流先の水質について
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３．石狩市下水道事業の沿革
昭和４７年度 公共下水道設置条例制定
昭和４８年度 花畔団地造成に伴い下水道工事着手
昭和５０年度 札幌市と茨戸処理場共同建設協定締結
昭和５１年度 下水道条例制定
昭和５２年度 茨戸処理区の一部供用開始
昭和５５年度 手稲処理区の工事着手
昭和５６年度 下水道事業運営委員会条例制定
昭和５７年度 受益者負担金条例制定
昭和６１年度 手稲処理区の一部供用開始
昭和６３年度 花畔地区の工事着手
平成０５年度 本町地区の工事着手
平成０７年度 樽川東地区の工事着手
平成１１年度 花川東地区の工事着手
平成１４年度 八幡地区の工事着手
平成１７年度 厚田・浜益合併に伴い特環下水道を引継ぎ
平成１９年度 八幡処理区供用開始（H20.3)
平成２０年度 企業会計導入
平成２１年度 個別排水処理施設設置事業を引継ぎ

樽川平和地区の工事着手
平成２４年度 下水道事業計画の変更（計画人口、汚水原単位見直し）
平成２７年度 個別排水処理施設整備事業の対象区域を下水道全体計画区域を除く石狩

市全域に拡大。
平成２８年度 下水道事業計画の変更（トーメン団地の事業計画区域編入など）
平成３０年度 トーメン団地の工事着手
令和 ２年度 トーメン団地供用開始
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４．石狩市下水道事業の概要

（１）汚水管渠の整備状況 （令和５年度末）

合計
望来

処理区

厚田

処理区

八幡

処理区

（トーメン
団地含む）

茨戸

処理区

手稲

処理区
項目

1,276.119.040.064.0754.1399.0
計画区域面積

（ha）

1,193.018.140.064.0671.9399.0
整備面積

（ｈａ）

287.34.67.716.5151.5107.0
整備延長

（Km)

93.595.3100.0100.089.1100.0
面積整備率

（％）

※その他の汚水施設：中継ポンプ場４箇所、マンホールポンプ所１６箇所
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４．石狩市下水道事業の概要

（２）雨水管渠の整備状況 （令和５年度末）

合計
望来

処理区

厚田

処理区

八幡

処理区

茨戸

処理区

手稲

処理区
項目

1149,1－－－750.1399.0

計画区域
面積

（ha）

769.3－－－584.7184.6整備面積

（ｈａ）

186.0－－－142..543.5整備延長

（Km)

66.9－－－77.946.3

面積

整備率

（％）
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４．石狩市下水道事業の概要

（３）処理場の整備状況 （令和５年度末）

望来

浄化

センター

厚田

浄化

センター

八幡

処理場

茨戸

水再生

プラザ

手稲

水再生

プラザ

項目

特定環境保全公共下水道公共下水道公共下水道（札幌市に委託）処 理 区 分

７３２４２３７５７，６６９６，８７１
計画汚水量

（ｍ3/日）

１４０４９０１，２７０２２，８９０２１，１４０
計画人口

（人）

嫌気

好気

ろ床法

嫌気

好気

ろ床法

オキシ

デーション

ディッチ法

ステップ流入
式硝化脱窒

法

標準

活性

汚泥法

処理方式

平成18年
3月31日

平成15年
9月1日

平成20年
3月28日

昭和52年
1月31日

昭和62年
3月1日

供用

開始日
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４．石狩市下水道事業の概要

（４）下水道の普及状況 （令和５年度末）

合計浜益区厚田区旧石狩市項目

57,4801,0421,58854,850行政人口（人）

54,351
（94.6%）－66953,682処理人口（人）

（普及率%）

54,174
（99.7%）－65653,518水洗化人口（人）

（水洗化率%）

20



４．石狩市下水道事業の概要

（５）個別排水処理施設整備状況 （令和５度末）

計浜益区厚田区旧石狩市項目

２５５基３８１５０６７設置基数

２７４基３８１６９６７管理基数

４６１人５８２６７１３６処理人口
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４．石狩市下水道事業の概要
（６）汚水処理人口 （令和５年度末）
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４．石狩市下水道事業の概要
（７）下水道事業費の推移

（百万円）
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４．石狩市下水道事業の概要
（８）下水道工事（花川南地区 雨水管）
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遠心力鉄筋コンクリート管埋設

マンホール設置



４．石狩市下水道事業の概要
（９）下水道工事（製管工法）
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プロファイルを既設マンホールから製管機
に供給。マンホール内に設置した製管機
のかん合ローラが回転しながら、既設管
内に製管していきます。

施工例



５．石狩市下水道事業の現状と課題
管渠 ： 約４７３km（汚水管２８７㎞・雨水管１８６㎞）

ポンプ場 ： ４箇所（花川北・花川南・樽川・本町）

マンホールポンプ所 ： １６箇所（樽川・本町・八幡・厚田・望来・トーメン団地）

終末処理場 ： ３箇所（八幡・厚田・望来）

現状

課題 ・今後既存施設の老朽化対策に迫られる。

・改築・更新に多額の費用がかかることが予想される。

・人口減少傾向による、使用料収入の減少が見込まれる。

⇒ 布設後３０年以上経過している管渠（全延長の３割超）

⇒ 古い施設で昭和５１年から稼動しているポンプ場（供用開始から４８年経過）

施設の老朽化が進行

⇒ 古い施設で平成１５年から稼動している終末処理場（供用開始から２１年経過）

このような課題について、下水道施設の点検・調査、修繕・改築を効率的に進めるため

ストックマネジメント計画を策定し、改築・更新を行っております。
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６．石狩市の下水道管の点検状況について

汚水管（コンクリート管）の延長

・花川北地区（茨戸処理区）：管径φ250～800 延長 約67.6km

・花川南地区（手稲処理区）：管径φ250～900 延長 約26.2km

・管更生済延長 約1.6ｋｍ

・圧送管着水槽 ３ヶ所（花川南ポンプ場、樽川ポンプ場、本町ポンプ場）
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緊急度の判定基準

処置状態緊急度

早急な対応が必要
機能しているが、劣化の進行度合
いが大きい状態

緊急度Ⅰ

必ずしもすぐではない
が、対応が必要

劣化が進行しているが、機能は確
保している状態

緊急度Ⅱ

経過観察
機能上の問題はないが、劣化の
兆候が現れ始めた状態

緊急度Ⅲ
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（クラックに薬剤注入）

（補修材圧着 → 紫外線照射）

ＬＣ工法による補修


